
佐渡市市制施行20周年記念式典
佐渡市名誉市民称号授与・佐渡市ほう賞授与式

Sado City
Public Relations

2024/令和6年

4月号
№242 April



佐渡市市制施行20周年記念式典
佐渡市名誉市民称号授与及び佐渡市ほう賞授与式

佐渡市名誉市民
宮
みや
田
た
　亮
りょうへい
平　氏（佐渡市沢根五十里出身）

　旧沢根町出身の金工作家で、イルカをモチーフとした「シュプリンゲン」シリーズなど
の作品で、個展をはじめ、国内外で多数の展覧会に参加し、高い評価を受けており、芸
術家として活躍されています。一方で、東京藝術大学の学長を務めたほか、文化庁長官
を歴任するなど、日本の文化振興に大きく寄与されています。

〈佐渡市ほう賞〉

部門 受賞者 主な功績

社会福祉 髙
たかやなぎ

柳　一
かず
巳
み
 様

永年にわたりアフタースクール代表理事として、島内の子どもや保
護者に寄り添った活動や居場所の提供を行い、社会福祉の増進に貢
献されました。

保健衛生

田
た
中
なか
　雅

まさ
裕
ひろ
 様 永年にわたり学校歯科医として、学校保健の向上に貢献されました。

金
かね

子
こ
　吉

よし
文
ふみ
 様 永年にわたり学校歯科医として、学校保健の向上に貢献されました。

田
た
尻
じり
　正

まさ
記
き
 様 永年にわたり学校内科医として、学校保健の向上に貢献されました。

齋
さい

藤
とう
由
ゆ
喜
き
子
こ
 様 永年にわたり学校薬剤師として、学校保健の向上に貢献されました。

　佐渡市の市政進展や産業の振興、文化の向上や公共の福祉の増進などに多大な
功労をいただいた方々に佐渡市ほう賞を授与しました。
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部門 受賞者 主な功績

商工業振興

川
かわ
邉
べ
　偉

ひでゆき
志 様

永年にわたり雇用機会の促進と、地域の商工業の振興に貢献さ
れました。

渡
わた
邉
なべ
　武

たけ
司
し
 様

永年にわたり金井商工会の役員として地域の商工業の振興に貢
献されました。

小
こばやし
林　尚

なお
登
と
 様

永年にわたり小木町商工会の役員として地域の商工業の振興に
貢献されました。

渡
わた
辺
なべ
　秀

ひで
一
いち
 様

永年にわたり新穂商工会の役員として地域の商工業の振興に貢
献されました。

渡
わた
部
なべ
　民

たみ
雄
お
 様

永年にわたり赤泊商工会の役員として地域の商工業の振興に貢
献されました。

本
ほん
間
ま
　雅

まさ
博
ひろ
 様

永年にわたり畑野商工会および佐渡連合商工会の役員として地
域の商工業の振興に貢献されました。

柴
しば
原
はら
　行

ゆき
雄
お
 様

永年にわたり製造業の発展に尽力し、地域の商工業の振興に貢
献されました。

末
すえ
武
たけ
　勉

つとむ
 様

永年にわたり製造業の発展に尽力し、島内の人材育成と地域の
商工業の振興に貢献されました。

生活環境 社会福祉法人 勇
ゆう
樹
き
会
かい
 様

永年にわたり循環型社会の形成に向けた先進的な取り組みを継
続して実施され、生活環境の向上に貢献されました。

芸術・文化
佐
さ
渡
ど
の車

くるまだうえほぞんかい
田植保存会 様

永年にわたり「車田植え」の古式の技術を守り続け、文化の保存・
継承に貢献されました。

城
じょうのこしはながさおどりほぞんかい

腰花笠踊保存会 様
永年にわたり花笠踊りを守り続け、文化の保存・継承に貢献さ
れました。

交通安全 
推進 山

やま
口
ぐち
　紀

のり
幸
ゆき
 様

永年にわたり佐渡地区交通安全協会に所属し、地域の交通安全
の普及啓発および推進に貢献されました。

競技会成績 
優秀者 佐

さ
藤
とう
　南

みなみ
 様

パワーリフティング選手として、全国大会優勝、アジア大会準
優勝と、優秀な成績を収められました。

永年勤続 桃
もも
井
い
　アイ子

こ
 様

永年にわたり清掃業経営者として生活環境整備にご尽力される
とともに、現在も、健康で元気に働き続け、健康寿命日本一を
目指す当市の模範とすべき姿を示されています。

宮田亮平氏の筆による
「神

み

子
こ

岩
い わ

」が市役所本庁舎前に設置されました
　佐渡南ロータリークラブ
様の創立50周年事業によ
り、宮田亮平氏の筆で「佐
渡市役所」の文字が刻まれ
た「神子岩」が市役所本庁
舎正面玄関前に設置され、
名誉市民称号授与式と同日
に除幕式が行われました。

ほう賞受賞者代表として 
挨拶する桃井アイ子さん
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市がこどものために なんかするのんか？

　市では、佐渡で生まれたお子さんの誕生を祝い、出生祝金を、また、
健やかな成長を祝い、成長祝金を支給しています。
●子どもが元気な佐渡が島（たからじま）事業
　対 象：�令和３年４月２日以降に出生し、生まれて最初に住所を置くの

が佐渡市になる児童
　支給金額：対象児童１名あたり 10万円
●多子世帯出産成長祝金事業
　対象児童：�令和３年４月２日以降に出生し、生まれて最初に住所を置

くのが佐渡市になる児童で多子世帯の第３子目以降として
生まれた児童

　支給金額：対象児童１名あたり	 出生時	 20万円
	 満６歳時	 40万円
	 満12歳時	 50万円
	 満15歳時	 80万円

２つの事業を合わせると 支給総額 200万円になります。

こどもの元気は 地域の元気 !

こどもが元気な佐渡が島こどもが元気な佐渡が島
た か ら じ ま

佐渡のこども（たから）をみんなで育み、こどもが元気な佐
た か ら じ ま

渡が島に。

どもが元気な佐
た か ら じ ま

渡が島条例を制定しています!子
　未来の佐渡を担うこどもが健やかに成長できる佐渡が島（たからじま）の実現を目指し、令和４
年３月１８日に「子どもが元気な佐渡が島（たからじま）条例」を制定しています。

基本理念
　　１．社会全体でこどもの健やかな成長を支援します。
　　２．こどもが主体的に社会参加できる環境を整えます。
　　３．全てのこどもの人権が尊重されるよう取り組みます。
　　４．社会全体で保護者を支え、子育てに喜びを感じられる環境を作ります。
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地域みんなで子育てするってことか!

そりゃあいいことだ！
でもそれだけじゃあ〝たからじま〟にならんじゃ？

子育てに優しい島、子育てしやすい島が、
こどもたちにとっての宝島になるのね‼

　「子どもが元気な佐渡が島（たからじま）条例」には、『保護者や市民、学校、事業者
などが、それぞれの立場で子育て支援に取り組んでほしいこと』が書かれています。

たとえば…
　保護者	 無条件の愛情をもち、発達段階に応じた養育をおこなう
　市　民	 地域社会全体でこどもや保護者に愛情をもって育み、見守る
　学　校	 こどもが主体的に学び、育ち、生きる力を育成するよう努める
　事業者	 仕事と子育ての両方ができるよう配慮する

　市では、「核家族」「共働き」「若
い移住者」の増加により、妊娠、
出産、子育てに孤立感や孤独感を
抱えている家庭が多くあります。

　「子どもが元気な佐渡が島（たからじま）条例」は、地域の宝で�
あるこどもをみんなで育み、子育てを応援することで、こどもの元
気や笑顔があふれる島を目指しています。

核家族化 共働きの増加

移住者の増加

お問い合わせ　子ども若者課子育て支援係 　☎６３―３１２６

こどもたちが  夢  や 希望 をもって大きく
羽ばたける島をみんなで目指しましょう！
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すべてのお母さんが
安心して子育てできるお手伝いをします

産後ケア事業のご案内産後ケア事業のご案内
令和6年4月
スタート！

　産後のお母さんは、育児や授乳のことなどで戸惑ってしまったり、睡眠不足やホルモンバランスの
関係で、心身ともに不安定になりやすい状態になります。
　そんな時はひとりで悩まず、産後ケア事業を利用してみませんか。

授乳がうまくいかない

赤ちゃんのお世話は
これで大丈夫？

どうしたらいいのか
わからない

相談できる人がいない

〈産後ケア事業について〉

利 用 で き る 方 佐渡市に住所がある産後１年までの方

産 後 ケ ア の 種 類 訪問型：助産師による訪問　　通所型：市内助産所の利用

利 用 回 数、 利 用 料 産後１年間で、訪問型と通所型合わせて５回まで無料で利用できます。
※訪問型のみ、通所型のみでの利用も可

受けられるサービス内容
・授乳や沐浴についての相談、指導
・お母さんの体調、子育てについての相談
・赤ちゃんの発育についての相談、身体測定　など

お問い合わせ　健康医療対策課　☎６３―３１１５

「産後ケア事
業利用申請書」
を佐渡市に提出
します（電子申
請もできます）。

佐渡市から
「産後ケア事業
利用券」が送付
されます。

「産後ケア事
業利用券」に同
封の案内に記載
されている助産
師へ予約をして
ください。

産後ケア事業
利用当日に、助
産師へ「産後ケ
ア事業利用券」
を渡してくださ
い。

〈利用までの流れ〉

電子申請は➡
こちらから

1 2 3 4
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島 話 題の
佐渡の なできごとをご紹介旬旬

　市では、実体験を通じて「食」「農林水産」「環境」への理解促進と知識の定着や里山への理解を深めていける

よう体制づくりを進めています。その取り組みの一つとして次の世代に里山の価値をつなぐため、出前授業を

行いました。

　七浦小学校で行った食育授業では、炊きたての佐

渡産「自然栽培コシヒカリ」「こしいぶき」「新之助」

を食べ比べ、佐渡で生産されているお米の品種を学

び、それぞれのおいしさを発見してもらいました。

　子どもたちは「もちもちしている」「これが一番甘

い」「いい香り！」など笑顔で話してくれました。

　木育授業を行った金井小学校では、佐渡の森林の現

状、課題、可能性や今後の取り組みなどを説明し、実際

に佐渡産の木材を見て、触れて、感じ、佐渡の森林に興

味を持ってもらいました。

　子どもたちはアテビなどの木材に触れると「凄くい

い匂い」「すべすべしてる」など話してくれました。

　食・文化など佐渡の魅力を一気に味わえる

イベントとして「みんなで踊ろう佐渡おけさ」や

「さど自慢」、特産品などが当たる抽選会、売店

コーナーなどの催しが開催され、島外からもた

くさんのお客さまにお越しいただきました。

　このイベントで発生した収益の一部は、令和

6年能登半島地震で被害を受けた佐渡の建物

や道路の修繕など、復興のための寄付金として

市に寄付されます。

里山の価値を未来につなぐ
食育＆木育授業を行いました　食育＆木育授業を行いました　

佐渡出身人気YouTuberのけえ【島育ち】さんと一緒に佐渡を盛り上げよう
佐渡（310）ヶ島フェス大盛況！佐渡（310）ヶ島フェス大盛況！

2/20～212/20～21

3/103/10

島内外から約2,000人が来場しました

2/20七浦小学校

2/21金井小学校
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8

施
政
方
針（
概
要
）

　
渡
辺
市
長
が
市
議
会
２
月
定
例
会
で
施
政
方
針
演
説
を
行
い
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
の
主
要
施
策
に
つ
い
て
、
渡
辺
市
長
が
掲
げ
た
２
つ
の
未
来
像

と
５
つ
の
戦
略
の
柱
を
中
心
に
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

未
来
像
１ 　

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
島

　
市
民
の
皆
さ
ま
の
意
見
を
市
政
に
反
映
し
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
元
気
に
活
躍

し
、
安
全
安
心
に
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
交
通
や
医
療
・
介
護
・
福
祉
な
ど
の
体
制
整
備
に
よ
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保

に
加
え
、
豊
富
な
文
化
資
産
の
保
存
・
活
用
と
郷
土
愛
を
醸
成
す
る
教
育
を
推
進
し
な
が

ら
、
佐
渡
に
誇
り
と
愛
着
を
持
て
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

 

戦
略
１  

　
　
市
民
と
共
に
創
る
島

①�

市
民
と
協
働
す
る
地
域
づ
く
り

・�

市
民
と
の
意
見
交
換
会
の
開
催
、
支

所
・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
拠
点
化

・�

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
付
金
や
元
気
な

地
域
づ
く
り
支
援
事
業
の
活
用　
な
ど

②�

安
心
な
暮
ら
し
を
提
供
す
る 

地
域
づ
く
り

・�

物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、
給
付
金
の
支

給
や
、
高
騰
す
る
農
業
資
材
、
学
校
給

食
に
お
け
る
個
人
負
担
の
支
援

・�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
や
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
の
導
入
な
ど
、
持
続
可
能
な
交

通
体
系
の
模
索

・�

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
な
ど
デ
ジ
タ
ル
技
術

の
活
用
に
よ
る
利
便
性
の
向
上
と
窓
口

滞
在
時
間
の
短
縮　
　
　
　
　
　
な
ど

 

戦
略
２  

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で 

　
　
　
　
夢
や
希
望
が
持
て
る
島

①�

安
心
し
て
産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る

地
域
づ
く
り

・�

妊
娠
の
届
出
時
か
ら
妊
婦
・
子
育
て
世

帯
に
寄
り
添
っ
た
伴
走
型
の
相
談
支
援

・�

多
子
世
帯
出
産
成
長
祝
金
事
業
な
ど
の

経
済
的
支
援

・�

リ
ス
ク
を
抱
え
る
子
ど
も
を
早
期
に
発

見
し
、
効
果
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
を

検
討
す
る
仕
組
み
の
構
築　
　
　
な
ど

②�

健
康
寿
命
日
本
一
に
向
け
た 

地
域
づ
く
り

・�

生
活
習
慣
病
対
策
と
し
て
、
健
幸
ぽ
い

ん
と
事
業
の
実
施
、
健
康
イ
ベ
ン
ト
の

開
催

・�

疾
病
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
繋
げ

る
検
診
の
受
診
率
向
上　
　
　
　
な
ど

③�

歴
史
文
化
継
承
社
会
に
向
け
た 

地
域
づ
く
り

・�

小
木
町
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
へ
の
選
定

・�

課
題
解
決
型
職
場
体
験
活
動
の
推
進
に

よ
る
郷
土
愛
の
醸
成
、
職
業
観
の
育
成

な
ど

 

戦
略
３  

　

医
療
・
介
護
・
福
祉
を
守
る
島

①
包
括
支
援
体
制
の
整
備

・�

地
域
住
民
と
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
関

係
機
関
が
連
携
し
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
推
進

・�

子
ど
も
や
高
齢
者
の
誰
も
が
気
軽
に
交

流
で
き
る
常
設
の
居
場
所
づ
く
り 

な
ど

②�

医
療
・
介
護
・
福
祉
提
供
体
制
の 

整
備

・�

佐
渡
地
域
医
療
・
介
護
・
福
祉
提
供
体

制
協
議
会
を
主
体
と
し
た
持
続
可
能
な

各
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
整
備　

・�

新
潟
県
と
連
携
し
た
医
師
、
看
護
師
確

保
対
策
、
病
院
経
営
の
健
全
化　
な
ど

令
和
6
年
度

全文はこちら
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未
来
像
２ 　
地
域
循
環
共
生
圏
の
創
出

　
令
和
６
年
度
は
、
「
住
む
」
こ
と
と
「
働
く
」
こ
と
を
一
つ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
、
移

住
者
や
若
者
な
ど
へ
提
案
を
行
う
、
移
住
と
労
働
者
確
保
施
策
を
展
開
し
、
人
材
流
入
社

会
、
若
者
の
定
住
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
防
災
を
含
め
た
脱
炭
素
社
会
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
に
よ
る
循
環
型
経
済
の
実
現

に
よ
り
、
佐
渡
な
ら
で
は
の
自
然
、
文
化
、
歴
史
が
薫
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
提
供
し
、

世
界
文
化
遺
産
登
録
を
見
据
え
た
お
も
て
な
し
の
充
実
に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大
か
ら
移

住
定
住
へ
の
波
及
を
図
り
、
人
と
経
済
が
循
環
す
る
社
会
を
目
指
し
ま
す
。

 

戦
略
４  

防
災
力
が
高
い
安
全
・
安
心
な
島

①�

防
災
力
の
向
上
に
よ
る
安
全
安
心
の
地

域
づ
く
り

・�

自
主
防
災
組
織
の
強
化
、
、
地
区
防
災

計
画
の
推
進
や
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
、
避
難
訓
練
の
実
施

・�

地
区
避
難
所
へ
の
Ｖ
２
Ｈ
整
備

・�

両
津
港
の
再
編
整
備
、
国
道
３
５
０
号

線
の
道
路
改
良
事
業
促
進

・�

倒
木
・
倒
竹
対
策
と
し
て
、
電
柱
な
ど

イ
ン
フ
ラ
施
設
に
隣
接
す
る
杉
林
や
竹

林
の
伐
採
、
広
葉
樹
へ
の
転
換　
な
ど

②�

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た 

地
域
づ
く
り

・�
公
共
施
設
へ
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置

・�
公
用
車
の
Ｅ
Ｖ
化
の
推
進
、
個
人
や
事

業
所
で
の
Ｅ
Ｖ
導
入
支
援
、
急
速
充
電

設
備
の
整
備

・�

バ
イ
オ
マ
ス
資
源
と
し
て
の
森
林
の
活

用　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど

 

戦
略
５  

元
気
な
経
済
と
多
様
な
人
が
活
躍

す
る
島

①�

世
界
遺
産
を
見
据
え
た
お
も
て
な
し
の 

充
実
に
よ
る
地
域
づ
く
り

・�

長
期
滞
在
の
仕
組
み
づ
く
り
、
分
散
型

ホ
テ
ル
事
業
な
ど
佐
渡
の
暮
ら
し
を
体

験
で
き
る
受
け
入
れ
態
勢
づ
く
り
、
観

光
二
次
交
通
の
充
実

・�

対
岸
市
や
交
通
事
業
者
等
と
連
携
し
た

県
全
体
を
リ
ゾ
ー
ト
地
と
す
る
周
遊
型

観
光
の
構
築

・�

「
佐
渡
島
（
さ
ど
）
の
金
山
」
の
情
報

発
信
ア
プ
リ
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ

ン
ツ
の
利
用
促
進

・�

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
機
能
拡
張
シ
ス
テ
ム
を

活
用
し
た
観
光
客
向
け
情
報
の
配
信な

ど

②�

移
住
・
定
住
・
交
流
人
口
の
拡
大
に 

向
け
た
地
域
づ
く
り

・�

若
者
移
住
体
験
住
宅
な
ど
の
整
備

・��

特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合
の
設

立
・
運
営

・�

半
漁
半
Ｘ
就
業
モ
デ
ル
の
構
築

（�

漁
業
と
人
材
不
足
と
な
っ
て
い
る
業
種

で
の
就
業
を
組
み
合
わ
せ
、
育
成
・
定

着
・
事
業
承
継
ま
で
を
サ
ポ
ー
ト
）

・�
島
内
で
の
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
支
援

・�

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
企
業
研
修
、
起
業

家
合
宿
の
誘
致

・�

イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通

じ
て
島
の
魅
力
を
国
内
外
に
広
く
発
信

し
て
も
ら
う
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

な
ど

③�

循
環
型
社
会
の
実
現
に
向
け
た 

地
域
づ
く
り

・�

地
域
全
体
で
将
来
に
わ
た
り
農
業
・
農

村
を
支
え
る
経
営
基
盤
を
強
化
す
る
地

域
計
画
の
策
定

・�

朱
鷺
と
暮
ら
す
郷
づ
く
り
認
証
制
度
に

よ
る
生
き
物
を
育
む
農
業
の
促
進

・�

無
農
薬
米
や
有
機
野
菜
を
活
用
し
た
給

食
の
提
供
、
保
育
園
・
小
中
学
校
で
の

食
育
や
環
境
教
育

・�

令
和
６
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
額

目
標
８
億
円
、
早
期
の
10
億
円
の
達
成

に
向
け
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動

・�

段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
の
普
及
に
よ
る

各
家
庭
で
の
生
ご
み
の
減
量
化

・�

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
業
の
成
果
に
よ
る

竹
資
源
の
有
効
活
用　
な
ど

問
総
合
政
策
課
政
策
推
進
係
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10

議
会
事
務
局

事
務
局
長	

中
川　
雅
史

総
務
部

総
務
部
長	

中
川　
　
宏

総
務
課
長
（
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

併
任
）	

谷
川　
直
樹

総
務
課
デ
ジ
タ
ル
政
策
主
幹

	

中
川　
　
裕

防
災
課
長
（
副
部
長
）	

仲
川　
晃
弘

防
災
課
危
機
管
理
主
幹	

遠
藤　
隆
行

企
画
部

企
画
部
長	

石
田　
友
紀

総
合
政
策
課
長
（
副
部
長
）	

笠
井　
貴
弘

総
合
政
策
課
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
担
当
主
幹

	

加
藤　
正
也

総
合
政
策
課
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
主
幹

	

丸
山　
祐
一

秘
書
広
報
課
長	

金
子　
裕
介

財
務
部

財
務
部
長	

平
山　
栄
祐

財
政
課
長	

河
島　
宏
之

財
産
管
理
課
長
（
副
部
長
）	

斉
藤　
昌
彦

市
民
生
活
部

市
民
生
活
部
長	

市
橋　
法
子

市
民
課
長	

計
良　
好
昭

健
康
医
療
対
策
課
長
（
副
部
長
）

	

兵
庫　
研
司

生
活
環
境
課
長
（
副
部
長
）	

祝　
　
雅
之

税
務
課
長	

岩
﨑　
成
正

社
会
福
祉
部

社
会
福
祉
部
長	
吉
川　
　
明

社
会
福
祉
課
長
（
副
部
長
）	

知
本　
政
則

子
ど
も
若
者
課
長	

余
湖　
雅
美

高
齢
福
祉
課
長	

出
﨑　
弘
美

地
域
振
興
部

地
域
振
興
部
長	

岩
﨑　
洋
昭

地
域
産
業
振
興
課
長
（
副
部
長
）

	

北
見　
太
志

地
域
産
業
振
興
課
企
業
支
援
主
幹

	

水
野　
友
裕

移
住
交
流
推
進
課
長	

西
牧　
孝
行

農
林
水
産
部

農
林
水
産
部
長	

中
川　
克
典

農
業
政
策
課
長	

中
村　
長
生

農
林
水
産
振
興
課
長
（
副
部
長
）

	

末
武　
嗣
朗

観
光
振
興
部

観
光
振
興
部
長	

小
林　
大
吾

観
光
振
興
課
長	

畠
山　
和
義

世
界
遺
産
推
進
課
長	

正
治　
　
敏

交
通
政
策
課
長
（
副
部
長
）	

高
津　
　
孔

建
設
部

建
設
部
長	

佐
々
木
雅
彦

建
設
課
長	

仲
川　
勝
敏

建
設
課
道
路
公
園
管
理
主
幹

	

計
良　
朋
尚

建
築
住
宅
課
長
（
副
部
長
）	

大
上　
貴
幸

　
　
　
　
　
　
　

上
下
水
道
課
長	

森
川　
浩
行

会
計
管
理
者
（
会
計
課
長
兼
務
）

	

石
塚　
美
好

教
育
委
員
会
事
務
局

教
育
次
長	

鈴
木
健
一
郎

教
育
総
務
課
長
（
教
育
次
長
補
佐
）

	

栁
澤　
正
二

学
校
教
育
課
長	

渡
邉　
一
哉

学
校
教
育
課
管
理
主
事	

本
間　
智
英

社
会
教
育
課
長
（
教
育
次
長
補
佐
）

	

市
橋　
秀
紀

監
査
委
員
事
務
局

事
務
局
長	

原
田　
健
一

農
業
委
員
会
事
務
局

事
務
局
長	

木
下　
和
重

病
院

両
津
病
院
管
理
部
長	

倉
内　
　
学

支
所
・
セ
ン
タ
ー

両
津
支
所
長	

中
濱　
正
吾

相
川
支
所
長	

山
本　
雅
明

羽
茂
支
所
長	

中
川　
裕
二

佐
和
田
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
長

	

大
和　
成
樹

金
井
地
域
セ
ン
タ
ー
長	

谷
地　
喜
文

新
穂
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
長

	

計
良　
健
司

畑
野
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
長

	

金
子　
明
弘

 令和６年度 

佐渡市の
新たな体制

　管理職等を掲載しています。本年
度の職員配置表については、５月10
日の発行を予定しています。
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真
野
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
長

	

菊
地　
貞
一

小
木
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
長

	

本
間　
　
悟

赤
泊
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
長

	

佐
々
木
太
一

消
防
本
部

消
防
長	

中
野　
照
之

次
長	

前
田　
　
一

■
退
職
者　
３
月
31
日
付
け

◎
本
庁

◇
会
計
課

　
会
計
管
理
者	

本
間　
智
子

◇
総
務
部

　
総
務
課
主
幹	

名
畑
み
ゆ
き

　
総
務
課
調
査
員	

山
田　
哲
弥

　
防
災
課
長
補
佐	

後
藤　
　
守

◇
市
民
生
活
部

　
部
長	

金
子　
　
聡

　
市
民
課
人
権
啓
発
係
長

	

本
間
香
代
子

　
健
康
医
療
対
策
課
健
康
増
進
係
長

	

白
根　
　
修

　
生
活
環
境
課
長	

海
老　
　
斉

◇
社
会
福
祉
部

　
社
会
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

	

菊
地　
由
佳

　
子
ど
も
若
者
課
長
補
佐

	

橋
本　
和
樹

　
子
ど
も
若
者
相
談
セ
ン
タ
ー
次
長

	

齋
藤　
朋
子

　
両
津
東
保
育
園	

石
川
さ
お
り

　
多
田
保
育
園
副
園
長	

野
口　
明
美

　
す
こ
や
か
両
津
看
護
係
長

	

須
田　
一
美

◇
農
林
水
産
部

　
部
長	

本
間
賢
一
郎

　
農
林
水
産
振
興
課
林
業
・
水
産
振
興

　
係
長	
伊
藤　
　
誠

◇
観
光
振
興
部

　
世
界
遺
産
推
進
課
世
界
遺
産
保
存
係

	

田
井
沙
保
里

◇
上
下
水
道
課

　
下
水
道
維
持
管
理
係
長

	

仲
野
都
志
矢

　
下
水
道
維
持
管
理
係	

遠
藤　
　
忍

◎
支
所
・
セ
ン
タ
ー

◇
相
川
支
所

　
福
祉
保
健
係	

藤
浪　
聖
子

◇
佐
和
田
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
市
民
生
活
係	

齋
藤　
雅
子

◇
畑
野
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
市
民
生
活
係
長	

穗
鷹　
優
子

◇
羽
茂
支
所

　
福
祉
保
健
係	

豊
田
奈
津
美

◇
赤
泊
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
次
長	

坂
本　
幸
司

◎
教
育
委
員
会
事
務
局

　
教
育
次
長	

磯
部　
伸
浩

　
学
校
教
育
課
行
谷
小
学
校

	

加
藤　
善
男

　
社
会
教
育
課
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
長

	

伊
藤　
智
子

　
社
会
教
育
課
北
教
育
事
務
所
相
川

　
地
区
教
育
係
調
査
員	

寺
野　
俊
夫

◇
両
津
病
院

　
看
護
部
看
護
科	
帆
刈　
真
帆

◇
相
川
診
療
所

　
看
護
部
長	

古
林　
祥
子

　
看
護
部
看
護
科	

中
村　
　
萌

　
看
護
部
看
護
科	

村
川　
幸
路

◇
消
防

　
消
防
本
部
予
防
課
長	

小
林　
直
樹

　
消
防
本
部
通
信
指
令
室
長

	

山
田　
勇
人

　
相
川
消
防
署
長	

衣
笠
満
喜
夫

　
相
川
消
防
署
副
参
事	

中
川　
　
正

　
相
川
消
防
署
高
千
出
張
所
長

	

池
田　
龍
司

　
相
川
消
防
署
高
千
出
張
所
予
防
係

	

関
口　
昌
一

　
南
佐
渡
消
防
署
前
浜
分
遣
所
予
防
係

	

小
野　
　
勝

◇
割
愛
退
職

国
土
交
通
省
へ

　
財
務
部
財
政
課
調
査
係　

	

小
林　
貴
大

新
潟
県
教
育
委
員
会
へ

　
学
校
教
育
課
指
導
主
事

	

小
田　
俊
裕

お
問
い
合
わ
せ　

　
総
務
課
人
事
係
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退任のご挨拶地域おこし協力隊
地域の魅力をサポー

トします
われら

宿根木地区担当

菊
きく

池
ち

　猛
たけし

　３年間、協力隊とし
ての活動に関わってい
ただいた皆さまに、こ
の場をお借りして深く
御礼申し上げます。
　退任後は、引き続き「お料理あなぐち」の
オーナーシェフとして佐渡に定住いたします。
また、昨年立ち上げた「一般社団法人しなし

なやらんかや」の理事とし
て、佐渡の地域福祉活動に
も力を注いでいきたいと思
います。これからもどうぞ
よろしくお願いします。

松ヶ崎地区担当

宮
みや

嶋
じま

　 麻
ま

生
い

　私が一番嬉しかっ
た事は「パンお菓子
工房 六蔵」「居酒屋 
晴ればい処 松前」の
オープン！そして、小学校の生徒数が４人か
ら４倍に増えた事です。これは、先生方、子
どもの元気は地域の元気プロジェクト、松ヶ
崎街並み検討特別委員会、歴代の協力隊員、
市職員、また地域の皆さんが、共に前を向い
て、それぞれが取り組んできた賜物であると
確信します。
　お裾分けを頂き、楽しい席に誘って頂き、
たくさん食べて語って笑って…ここが大好き
です。今の暮らしができるのは、周りの方々
の優しさのおかげです。心から感謝申し上げ
ます。
　今後も定住して松ヶ崎や佐渡の良さを伝え
ていきます！

ふるさと納税推進担当

江
え

龍
りゅうでん

田　 崇
たか

大
ひろ

　私は、ふるさと納税
を通じて佐渡産品の魅
力を島外に伝えること、
そして寄附額を伸ばす
ことを目標に活動をし
てきました。令和５年度は約５億円の寄付を
全国の皆さまからいただき、事業者皆さんの
ご協力で、就任当初から２億円ほどの寄付額
を伸ばすことができました。
　退任後も佐渡に残り暮らしていきます！新
しく立ち上げた地域商社「合同会社島とりど
り」で、協力隊での経験を活かして佐渡産品・
島の魅力を伝えていけるようがんばります。
　３年間ありがとうございました。そして、
これからもよろしくお願いいたします！！

新穂潟上地区担当

小
こ

森
もり

　美
み

紗
さ

　振り返ると、ワクワ
クした気持ちで佐渡に
やってきて、いろんな
できことや経験があり
ましたが、まだまだ未知なことやワクワクする何
かのある佐渡ってすごいなぁ！とその奥深さを感
じています。コロナ禍に活動が始まり、潟上集
落の人たちと「子ども未来舎りぜむ」を立ち上げ
ました。これからも佐渡の人たちとともに暮らし
ながら、自分なりにすこしでも佐渡の人たちの暮
らしが彩られるような何かをしていけたらと思っ
ています。

　大好きになった鬼太鼓やの
ろま人形、手仕事なども続け
ていきたいです。
　今後ともどうぞよろしくお願
いします。

市報さど　令和6年4月号 12



今年も　　　　　「健康
寿命日本一」を

めざして

みんなでやらん
かさ！ためんか

さ！もらわんか
さ！

（市処理欄 CD：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

対象事業が増えて

パワーアップ★

対象期間

応募〆切

参加対象

令和6年

4月1日月
第１期  令和6年9月30日㈪
第2期  令和7年2月28日㈮

佐渡市にお住まいの方

令和7年

2月28日金〜

お問い合わせ 健康医療対策課 ☎ 63-3115
　　　　　　（市民課、生活環境課、高齢福祉課、子ども若者課、観光振興課、世界遺産推進課、社会教育課）

STEP1
「健幸ぽいんと」を 

ためる

STEP2
ポイントがたまったら 

カードを提出

STEP3
抽選で賞品を 

ゲット

切
り
取
っ
て
、

お
使
い
く
だ
さ
い

▶�令和５年度にためたポイントも�
使えます！

提出先：�高齢福祉課、生活環境課、支所、
行政サービスセンター など

☆窓口に提出で参加賞プレゼント☆
（なくなり次第終了）

詳しくはこちら
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令
和
6
年
５

月
の
行
事
予
定

令
和
6年
4月
10
日
発
行

秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係

☎
０
２
５
９
─
６
３
─
４
６
７
９

○
５
月
の
各
種
相
談
日

行
事
名

場
所

内
容

お
問
い
合
わ
せ

土
地
家
屋
調
査
士

無
料
相
談

各
土
地
家
屋
調
査
士

事
務
所

土
地
の
測
量
、分
筆
、地
積
更
生
、地
目
変
更
、建
物
の
新
築
、増
築
、取
り

壊
し
な
ど
、土
地
・
建
物
の
表
題
登
記
や
境
界
に
関
す
る
ご
相
談
。

土
地
家
屋
調
査
士
会
佐
渡
支
部

☎
55
-3
11
7

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

各
司
法
書
士
事
務
所

一
般
的
な
法
律
知
識
の
提
供
や
、
問
題
解
決
の
た
め
の
法
的
な
ア
ド
バ

イ
ス
な
ど
の
ご
相
談
。

司
法
書
士
会
佐
渡
支
部
　
☎
67
-7
27
2

無
料
相
談
日
：
5月
27
日
㈪
～
31
日
㈮
 1
3時
～
17
時
　
※
事
前
に
各
土
地
家
屋
調
査
士
事
務
所
、
各
司
法
書
士
事
務
所
へ
の
予
約
が
必
要
で
す
。

※
上
記
以
外
に
も
、
5月
8日
㈬
に
金
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
土
地
家
屋
調
査
士
無
料
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
詳
し
く
は
22
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

行
事
名

日
時

場
所

お
申
し
込
み

お
問
い
合
わ
せ

新
潟
県
弁
護
士
会

リ
ー
ガ
ル
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

佐
渡
相
談
所

10
㈮

10
:0
0～
12
:3
0

あ
い
ぽ
ー
と
佐
渡

前
日
ま
で
に
要
予
約

新
潟
県
弁
護
士
会

☎
02
5-
22
2-
55
33

24
㈮

佐
渡
中
央
会
館

○
５
月
の
健
康
相
談
日

受
付
時
間：
9:
00
～
11
:3
0、
13
:0
0～
14
:3
0（
い
ず
れ
の
会
場
も
時
間
は
同
じ
で
す
。）

地
区

日
場
所

お
問
い
合
わ
せ

両
津
29
㈬

両
津
支
所

両
津
支
所
福
祉
保
健
係

☎
27
-2
11
4

相
川
13
㈪

相
川
支
所

相
川
支
所
福
祉
保
健
係

☎
74
-0
33
9

佐
和
田
17
㈮

佐
和
田
保
健
セ
ン
タ
ー

市
民
生
活
部

健
康
医
療
対
策
課

保
健
係

☎
63
-3
11
5

金
井
24
㈮

金
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

新
穂
22
㈬

ト
キ
の
む
ら
元
気
館

畑
野
14
㈫

畑
野
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー

真
野
21
㈫

真
野
ふ
る
さ
と
会
館

小
木
15
㈬

小
木
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

羽
茂
支
所
福
祉
保
健
係

☎
88
-3
11
1

羽
茂
14
㈫

羽
茂
支
所

赤
泊
16
㈭

赤
泊
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

※
事
前
に
お
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
５
月
の
行
政
相
談
日

地
区

日
時

場
所

両
津

25
㈯

13
:0
0～
16
:0
0

佐
渡
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

相
川

22
㈬

9:
00
～
12
:0
0

あ
い
か
わ
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

佐
和
田

20
㈪

9:
30
～
12
:0
0

佐
渡
中
央
会
館

金
井

22
㈬

13
:0
0～
15
:0
0

金
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

新
穂

8㈬
9:
00
～
12
:0
0

新
穂
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

畑
野

7㈫
13
:3
0～
15
:3
0

畑
野
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

真
野

20
㈪

13
:3
0～
15
:3
0

真
野
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

小
木

13
㈪

9:
00
～
12
:0
0

小
木
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

羽
茂

8㈬
10
:0
0～
12
:0
0

羽
茂
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

赤
泊

15
㈬

13
:3
0～
15
:3
0

赤
泊
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ

※
 行
政
相
談
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課
ま
た
は
各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、

地
域
セ
ン
タ
ー
の
地
域
支
援
係
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

○
納
期
の
お
知
ら
せ

●
市
税
な
ど
の
納
期

4月
分

納
期
限
　
　
   
 4
月
30
日
㈫

再
振
替
日
　
   
 5
月
13
日
㈪

固
定
資
産
税
（
１
期
）

介
護
保
険
料
（
１
期
）

5月
分

納
期
限
　
　
　5
月
31
日
㈮

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
（
全
期
）

●
上
下
水
道
料
金
の
口
座
振
替
日

  4
月
分
　
再
振
替
日
　
5月
13
日
㈪

  5
月
分
　
振
替
日
　
   
5月
27
日
㈪

（　　　　　　　　　　　　　　　　）

新潟県が実施している「にいがたヘルス＆スポーツマイレージ」のアプリに
登録すると、もっとお得にポイントがためられます！！

イベント参加でもらえるポイントがダブルでためられる！ 
連携イベント参加で健幸ぽいんと５Ｐ＋マイレージポイント１００Ｐ

アプリの歩数計機能で、勝手にポイントがたまる！ 
目標を決めて歩くことでマイレージポイントがどんどんたまる♪

アプリでたまったポイントは健幸ぽいんとに交換可！ 
マイレージポイント１００Ｐを健幸ぽいんと２Ｐと交換★

1

2

3

ポイントがためやすいから
応募がしやすい！

当選チャンスがＵＰ！！
新潟県

ホームページ
佐渡市

ホームページ

×
WWでたまる‼

市報さど　令和6年4月号 14



「楽しみや生きがいをもって、健康に過ごしたい」という「楽しみや生きがいをもって、健康に過ごしたい」という
願いを叶えるために、健康づくりに取り組みましょう。願いを叶えるために、健康づくりに取り組みましょう。

健康寿命日本一をめざして、

みんなでやらんかさみんなでやらんかさ！！

国保・後期 一日人間ドックの費用を助成します
　人間ドック受診で、自分の体の状態を総合的に検査でき、疾病の予防と早期発見に繋がります。受診予約は、
指定健診機関に直接お問い合わせください。受診予約が取れた方は、受診前に市民課、各支所・行政サービスセ
ンターで助成申請が必要です。

人間ドックを受診すると健幸ぽいんとがもらえます

令和６年度 国民健康保険 後期高齢者医療
対　象　者 国民健康保険加入者 後期高齢者医療制度加入者
助　成　額 検査費（税抜）のうち半額を助成 検査費のうち10,000円を助成

※令和６年度に市の集団健診および医療機関での健康診査を受診する方は、助成を受けることができません。
　(重複受診は自己負担が発生します )
※保険税（料）に滞納があると対象となりません。

指定健診機関 検査費用と
助成後の自己負担額 備考

労働衛生医学協会
佐渡検診センター
☎５５－３１７５

41,800円（税込）のうち
【国保】22,800円
【後期】31,800円

系列施設について詳しくは
協会へお問い合わせください。
☎025-378-1201

市立両津病院
☎２３－５１１１

39,600円（税込）のうち
【国保】21,600円
【後期】29,600円

佐渡総合病院
☎６３－６３２４

佐渡総合病院は今年度の受診予約
は終了しています。

新潟縣健康管理協会
☎025-245-4455
新潟県けんこう財団
☎025-245-1111（代表）

系列施設について詳しくは財団へ
お問い合わせください。

　人間ドックの結果を市役所窓口へ持参すると
健幸ぽいんとがもらえます。

　健幸ぽいんとを20ポイント集めて応募すると
参加賞をプレゼント。抽選で佐渡特産品が当たり
ます。

お問い合わせ　市民課保険年金係　☎６３―５１１２

人間ドック受診で
20ポイント 
たまります。

オプションの 
がん検診も 

ポイント対象

基本検査 ５ポイント
肺がん検診 ５ポイント
胃がん検診 ５ポイント

大腸がん検診 ５ポイント

子宮頸がん検診 ５ポイント
乳がん検診 ５ポイント

前立腺がん検診 ５ポイント

市報さど　令和6年4月号15
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佐渡市「自治体SDGsモデル事業」
・太陽光発電を活用した再生可能エネルギー100％のEV充電設備
・竹の新たな活用に向けた竹チップ舗装──が完成しました。

⃝SDGs未来都市と自治体SDGsモデル事業の推進
「SDGs 未来都市」と「自治体 SDGs モデル事業の推進」
　国では地方創生 SDGs の達成に向け、優れた SDGs の取り組み
を提案する自治体の中でも、特に経済・社会・環境の三側面におけ
る新しい価値創出を通して持続可能な開発を実現するポテンシャル
が高い地方自治体を「SDGs 未来都市」として選定しています。そ
の中でも特に優れた先導的な取り組みを「自治体 SDGs モデル事業」
として支援し、成功事例の普及を促進しています。
※�佐渡市は 2022 年に「SDGs 未来都市」、2023 年に「自治体 SDGs モデ
ル事業」に選定されました。

　産学官の多様な主体が活動する西三川エリアは、EV の充電スポット
空白地帯であり、大雪に伴う倒竹による停電や集落孤立のリスクを抱え
ています。環境・社会・経済の三側面の課題解決に向け、産学官の連携
により、太陽光発電による EV 充電設備の整備や未整備竹の活用、EV
の充電時間を活用した観光促進を行い、エネルギー×防災×観光のモデ
ルづくりを目指しています。

⃝佐渡市の自治体SDGsモデル事業とは

⃝モデル事業実施場所

「エネルギー×
防災×観光」の
モデルづくり

350

西三川郵便局

尾畑酒造㈱
学校蔵（酒蔵）

キンちゃん本舗株式会社

350

350

住所：佐渡市西三川１３３３ー１　旧真野多目的広場

01 太陽光発電設備設置場所

02 竹チップ舗装施工場所

市報さど　令和6年4月号



　モデル事業の成果や課題を踏ま
え、他の場所でも展開していく予
定です。ぜひ、太陽光発電を活用
したEV充電ステーションや竹チッ
プ舗装をご利用・ご見学にお越し
ください。

今後の展望

❶�どなたでも無料でご利用いただける太陽光発電を活用した EV 充電と、
災害時における蓄電池による電力供給スポット整備

　太陽光発電を活用した再生可能エネルギー 100％の EV 充電設備を設置しました。太陽光発電の電
力は① EV の充電、②災害時に市民にご利用いただける電力供給スポット（キンちゃん本舗、尾畑酒
造学校蔵）での活用を行います。

❷竹の新たな活用に向けた竹チップ舗装
　令和４年１２月の大雪で、倒竹による市道除雪の支障
や停電が発生しました。竹を資源として活用する機会が減
り、未整備の竹林が増えたことが倒竹の一因であることか
ら、竹の新たな活用として、キンちゃん本舗のご協力のもと
竹チップ舗装を推進します。竹チップ舗装は、クッション性
や耐久性に優れ、防草や耐熱効果もあります。

❸ EV 充電時間を活用した観光促進
　EVの充電時間を活用した観光促進を行います。充電設備の
周辺には佐渡産の米粉クッキーやリンゴジュースが楽しめる店
舗、廃校を活用した建物で日本酒製造体験やカフェが楽しめる
酒蔵があります。さらには、電動コミューターでの周遊観光に
も期待できます。

お問い合わせ　総合政策課政策推進係　☎６３ー３８０２

EV 充電の待ち時間に
食事・買い物・観光

どなたでも無料で 
ご利用いただけます

竹の新たな活用として
竹チップ舗装を推進

太陽光発電 キンちゃん
本舗

尾畑酒造
学校蔵

蓄電池 EV充電設備

パワー
コンディショナー

①

②

市報さど　令和6年4月号17
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能登半島地震による上下水道料金の特別減免措置について
　能登半島地震で住宅被害を受けた方や漏水などで通常の使用量より著しく多量となった方に対し、水道料金
および下水道使用料を減免します。（令和 6 年 1 月 1 日以前の 2 年間に漏水による水道料金および下水道使用料
の減免を受けた方も対象となります）

１　家屋被害による水道料金、下水道使用料の免除（被害の程度が「半壊」以上）
要件など 区分・内容

要 件 り災証明書の被害の程度が「全壊」、「大規模半壊」、「中規模半壊」、「半壊」の場合

減免内容 令和６年１月検針分の水道料金および下水道使用料を全額免除します。

申 請 者 水道および下水道契約者

提出書類 ①水道料金減免申請書、②り災証明書のコピー

申請期限 令和６年７月３１日㈬

２　地震に伴う漏水等による水道料金、下水道使用料の減免
要件など 区分・内容

要 件
※�①、②のいずれかに 

該当すること

① �漏水箇所の修理を終え、修繕報告書の提出（水道料金減免申請書の水道業
者記入欄への記入・押印が必要です）があった場合

② �地震に起因し不可抗力によって通常の使用量より著しく多量になった場合

減 免 内 容
令和６年１月検針分と２月検針分の水道使用水量および下水道使用水量につ
いて、通常使用水量（通常使用水量が基本水量以下の場合は基本水量）を超
えた水量分の水道料金および下水道使用料を免除します。

申 請 者 水道および下水道契約者
減免認定方法 佐渡市指定給水装置工事事業者による確認報告、または職員による現地確認
提 出 書 類 水道料金減免申請書
申 請 期 限 令和６年８月３０日㈮

お問い合わせ　上下水道課　☎５５－３１２３（4月26日まで）、６７－７２８０（４月30日から）

●令和6年４月30日（火）から上下水道課が移転します
上下水道課 設置場所　連絡先

〒952-1292
佐渡市千種232番地　市役所第２庁舎　３階
電話：�67―7280（水道・料金）�

67―7857（下水道）
FAX：67―7512　（共通）
E－mail：k-suido@city.sado.niigata.jp（水道代表）
　　　　：k-gesui@city.sado.niigata.jp（下水道代表） 

係直通電話
○水道工務係・水道維持管理係	 ：67―7273
○下水道工務係・下水道維持管理係	：67―7853

お間違えのないよう
ご注意ください

市報さど　令和6年4月号



後期高齢者医療制度

令和６年4月から保険料率が変わります
　後期高齢者医療制度の保険料率は、法律に基づき、２年に一度見直しを行うことになっています。
　今後、被保険者数や医療給付費が増加する見込みであるほか、現役世代の負担増を抑制するため、
令和６・７年度の保険料率を引き上げます。後期高齢者医療制度の持続性を高め、被保険者の皆さま
に安心して医療を受けていただくため、ご理解をお願いします。

【お問い合わせ】
新潟県後期高齢者医療広域連合 業務課 資格保険料係　☎０２５－２８５－３２２２
佐渡市役所　市民課保険年金係　  　　　　　　　　　☎６３－５１１２

令和 4・5 年度の保険料

均等割額　40,400 円

所得割率　7.84％

均等割額　44,200 円

所得割率  　8.61  ％　　　　（7.98）
（所得が一定額以下の方は、令和6年度のみ7.98％となります）

令和 6・7 年度の保険料

■保険料の決まり方（年額）
　保険料は、被保険者が等しく負担する「均等割額」と被保険者の所得に応じて負担する「所得割額」
の合計です。前年中の総所得金額などや世帯の所得状況により、個人単位で賦課します。
　令和６年度の保険料額と納付方法については、７月中にお知らせします。

※１　令和６年度に限度額が６６万円から引き上げられます。
　　　�昭和２４年３月３１日以前に生まれた方などは７３万円、昭和２４月４月１日以降に生まれた方などは

８０万円となります。
※２　所得状況によって、均等割額の軽減が受けられる場合があります。
※３　所得が一定額以下の場合は、令和６年度のみ７．９８％となります。

　　年間保険料額

（限度額73万円または80万円）※1
均等割額

1人当たり
44,200円※2

所得割額

（前年中の総所得金額等
−基礎控除額 ）×所得割率8.61％（7.98％）

＝ ＋
※3

市報さど　令和6年4月号19
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若い力で

お手伝い
！
力仕事、高所作業は

ハウスクリーニング・リフォーム

伐採・庭

よろずサービス人力車
緑と生きるいいね！を創る ㈱A.Kグリーンプランニング
佐渡三瀬川628 ☎0259－63－4561

http://jinrikisya-sado.com

●木の伐採●草刈●庭木剪定

●雨樋清掃、補修　●ハチの巣駆除
●外壁補修、塗装
●賃貸住宅入退去時清掃

人力車に
お任せください！

「
介
護
予
防
把
握
事
業
」で
高

齢
者
宅
を
訪
問
し
て
い
ま
す

　
市
で
は
、
委
託
事
業
者
が
、
65
歳
以
上

の
高
齢
者
の
お
宅
を
訪
問
し
、
生
活
の
様

子
や
心
身
の
状
態
な
ど
を
お
伺
い
し
て
い

ま
す
。
必
要
な
方
へ
は
、
介
護
予
防
教
室

や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
本
事
業
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

可
能
な
範
囲
で
お
話
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

〇
訪
問
す
る
事
業
者

両
津
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
い
わ

ゆ
り
・
か
ん
ぞ
う
、
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
高
千
の
里
、
各
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
各
ブ
ラ
ン
チ

（
相
川
・
新
穂
・
真
野
・
小
木
・
赤

泊
）

高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

　
☎
63
―
３
７
９
０

帯
状
疱
疹
予
防
接
種
費
用
を

一
部
助
成
し
ま
す

　
帯
状
疱
疹
の
発
症
お
よ
び
重
症
化
予
防

の
た
め
、
任
意
で
帯
状
疱
疹
予
防
接
種
を

受
け
た
方
に
、
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
・
リ
ス
ク
を
十
分
に

理
解
し
た
う
え
で
、
希
望
が
あ
れ
ば
接
種

し
て
く
だ
さ
い
。

�

令
和
６
年
４
月
１
日
以
降
に
接
種
し
た

方
で
、
接
種
日
に
次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
方

・
佐
渡
市
に
住
所
を
有
す
る
方

・
50
歳
以
上
の
方

・�

過
去
に
帯
状
疱
疹
予
防
接
種
の
費
用
助

成
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
方

助
成
額

生
ワ
ク
チ
ン	
２
千
円（
１
人
１
回
）

不
活
化
ワ
ク
チ
ン	
５
千
円（
１
人
２
回
）

※�

接
種
費
用
は
医
療
機
関
に
よ
り
異
な
り

ま
す
。

助
成
方
法

　
医
療
機
関
で
全
額
支
払
っ
た
あ
と
、
後

日
助
成
の
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

�

接
種
後
６
か
月
以
内
に
次
の
書
類
を
窓

口
か
郵
送
に
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
任
意
接
種
費
用
助
成
金
交
付
申
請
書

・
医
療
機
関
の
領
収
書

・�

接
種
し
た
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
が
分
か
る

書
類（
接
種
済
証
、診
療
明
細
書
な
ど
）

健
康
医
療
対
策
課
医
療
対
策
係

　
☎
63
―
３
１
１
５　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン 

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
の 

　
　
　
　
　
　
　
ご
案
内

　
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
積
極
的
勧
奨
が
差

し
控
え
ら
れ
て
い
る
間
に
、
定
期
接
種
の

期
間
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
方
の
接
種
機
会

を
確
保
す
る
た
め
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接

種
は
、
令
和
７
年
３
月
末
で
終
了
し
ま
す
。

接
種
を
ご
希
望
の
方
は
期
間
内
に
受
け
て

く
だ
さ
い
。

�

平
成
９
年
度
生
ま
れ
～
平
成
19
年
度
生

ま
れ
（
誕
生
日
が
平
成
９
年
４
月
２
日

～
平
成
20
年
４
月
１
日
）
の
女
性
で
、

過
去
に
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
合

計
３
回
受
け
て
い
な
い
方

�

公
費
で
接
種
で
き
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

は
３
種
類
あ
り
ま
す
。
決
め
ら
れ
た
間

隔
を
あ
け
て
、
同
じ
ワ
ク
チ
ン
を
合
計

３
回
接
種
し
ま
す
。

�

佐
渡
市
に
転
入
さ
れ
た
方
や
予
診
票
を

紛
失
さ
れ
た
方
は
、
左
記
の
二
次
元

コ
ー
ド
か
市
役
所
窓
口
ま
た
は
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

健
康
医
療
対
策
課
医
療
対
策
係

　
☎
63
―
３
１
１
５

電子メールＦＡＸ

日日時 休休館日 会会場

集集合場所

対対象者 ￥料金（記載がないときは無料）
定定員 内内容 持持ち物 講講師
他その他
申申し込み 問問い合わせ

〆締め切り

マ
ー
ク
の
説
明

離農・廃農をお考えの方
ご相談ください。
トラクター、乗用車、トラック
ダンプ、ヤマハ船外機
フォークリフト、バックホー
重機関係、ボート（要相談）

買い取りのご相談はこちら
☎090-3144-8209
《畑野地区に事務所を開設しました》

福地オート阿賀野市野田1066番地

代表  福地 和夫 ☎0250-68-4049

買
取
例

市報さど　令和6年4月号 20
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代表 金子一光　〒952-0011 佐渡市両津夷4-98-66

佐
渡
市
奨
学
金
の
応
募
資
格
に
つ
い
て

　
佐
渡
市
奨
学
金
は
、
国
や
県
の
奨
学
金
を
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
場
合
の
補
完
的
な
制
度
で
す
。

応
募
資
格

・
佐
渡
市
に
住
所
を
有
し
て
い
る

・
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
で
あ
る

・�

日
本
学
生
支
援
機
構
の
第
二
種
奨
学
金
（
高
校
な
ど
の

場
合
は
、
都
道
府
県
の
貸
与
奨
学
金
）
の
申
請
を
し
た

が
、
選
考
結
果
が
不
採
用
と
な
っ
た

令
和
７
年
度
の
奨
学
金
を
希
望
す
る
方

　
ま
ず
は
、
大
学
・
専
門
学
校
な
ど
の
場
合
は
、
日
本
学

生
支
援
機
構
の
第
二
種
奨
学
金
を
、
高
校
な
ど
の
場
合
は
、

都
道
府
県
の
貸
与
奨
学
金
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

教
育
総
務
課
学
事
係　
☎
58
―
７
３
５
３

募
集
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
予
約
採
用
の
場
合
）

【
大
学
な
ど
】

日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金
前
年
度
４
～
７
月
頃

【
高
校
な
ど
】

新
潟
県
奨
学
金

前
年
度
11
月
頃

佐
渡
市
奨
学
金

前
年
度
１
～
２
月
頃

公営住宅の入居者を募集します
　入居には、所得要件など申込資格要件があります。詳しくはお問い合わせください。

地区 住宅名称（所在階） 募集
戸数

建築
年度 構造 間取 月額家賃（円）

両 津 大野第2住宅(1階） 2 H14 耐火構造3階建て 2LDK 38,000（定額）

相 川 栄町住宅あやめ（1階） 1 H8 耐火構造3階建て 2DK 18,400～36,200

金 井 吉井住宅F 1 H25 木造平屋長屋建て 2DK 16,800～33,000

新 穂 瓜生屋第2住宅 1 H17 木造2階共同建て 3DK 23,200～45,600

畑 野 野高屋住宅団地(2) 1 H20 木造平屋長屋建て 3K 17,400～34,100

 4月30日㈫ 午後５時　　入居予定  6月上旬頃
・  �建築住宅課住宅・都市計画係 　☎６７―７４０３ 

各支所産業建設係、各行政サービスセンター地域支援係

市報さど　令和6年4月号21
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福
祉
タ
ク
シ
ー
券
を 

　
　
　
　
　
交
付
し
ま
す

　
心
身
に
障
が
い
の
あ
る
方
の
社
会
参
加

促
進
と
経
済
的
負
担
軽
減
の
た
め
、
年
間

１
人
１
冊
の
タ
ク
シ
ー
券
（
５
０
０
円
割

引
券
36
枚
綴
）
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
方

・�

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・２
級
、ま
た
は

３
級（
下
肢
・
体
幹
）に
該
当
す
る
方

・
療
育
手
帳
Ａ
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

・�

精
神
障
害
者
手
帳
１
級
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方

�

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
社
会

福
祉
課
（
本
庁
舎
１
階
）
、
各
支
所
・

行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ま
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
社
会
福
祉
課
、

各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に

備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

※�

高
齢
福
祉
課
で
行
っ
て
い
る
外
出
支
援

サ
ー
ビ
ス
と
は
併
用
で
き
ま
せ
ん
。

�

タ
ク
シ
ー
券
は
佐
渡
市
内
・
新
潟
地
区

な
ど
で
利
用
で
き
ま
す
。

・

社
会
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　
☎
63
―
５
１
１
３

ハ
ロ
ー
ぶ
っ
く
号
が
本
を 

　
　
　
　
お
届
け
し
ま
す

　
移
動
図
書
館
車
「
ハ
ロ
ー
ぶ
っ
く
号
」

は
、
小
説
や
絵
本
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

の
本
約
１
６
０
０
冊
を
乗
せ
て
、
毎
月
１

回
市
内
４
方
向
に
運
行
し
て
い
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
第
１
水
曜
日
／
海
府
方
面

　
（
※
４
・
１
月
は
第
２
水
曜
日
）

・
第
２
火
曜
日
／
高
千
方
面

　
（
※�

８
月
は
第
１
火
曜
日
、
2
月
は
第

３
火
曜
日
)

・
第
３
木
曜
日
／
前
浜
方
面

　
（
※�
７
・
３
月
は
第
２
木
曜
日
、
８
月

は
第
４
木
曜
日
)

・
第
４
水
曜
日
／
南
佐
渡
方
面

　
（
※�

５
・
７
・
12
月
は
第
３
水
曜
日
、

３
月
は
第
２
水
曜
日
)

海
府
・
前
浜
方
面

　
両
津
図
書
館　
☎
27
―
４
１
８
２

　
高
千
・
南
佐
渡
方
面

　
中
央
図
書
館　
☎
63
―
２
８
０
０

不
法
投
棄
監
視
員
募
集

　
不
法
投
棄
は
、
皆
さ
ま
の
快
適
な
生
活

や
自
然
環
境
を
脅
か
す
重
大
な
犯
罪
で
す
。

市
で
は
、
皆
さ
ま
の
生
活
と
美
し
い
佐
渡

の
自
然
を
守
る
た
め
、
不
法
投
棄
の
監
視

活
動
な
ど
を
行
う
不
法
投
棄
監
視
員
を
募

集
し
ま
す
。

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
方

・
市
内
に
住
所
が
あ
る
満
20
歳
以
上
の
方

・�

普
通
自
動
車
免
許
な
ど
を
保
有
し
、
移

動
手
段
が
あ
る
方

・�

平
日
に
活
動
時
間
を
確
保
し
、
監
視
活

動
な
ど
に
参
加
で
き
る
方

主
な
活
動
内
容

　

不
法
投
棄
の
監
視
活
動
（
月
２
回
以

上
）
や
報
告
・
通
報
、
市
が
行
う
不
法
投

棄
物
の
回
収
・
処
理
や
清
掃
美
化
活
動
へ

の
協
力

募
集
人
数　
13
人

両
津
地
区
２
人　
佐
和
田
地
区
２
人

金
井
地
区
１
人　
新
穂
地
区
２
人

真
野
地
区
２
人　
畑
野
地
区
１
人

羽
茂
地
区
１
人　
赤
泊
地
区
２
人

�

申
込
書
は
生
活
環
境
課
（
第
２
庁
舎
）
、

各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に

備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

募
集
期
間

　
４
月
10
日
㈬
～
24
日
㈬

・

生
活
環
境
課
ク
リ
ー
ン
推
進
係

　
☎
63
―
３
１
１
３

建
築
物
・
屋
外
広
告
物
の 

　
工
事
を
行
う
前
に 

　
　
　
ご
相
談
く
だ
さ
い

景
観
条
例
に
基
づ
く
届
出

　
建
物
・
工
作
物
・
土
地
の
形
質
変
更
を

行
う
前
に
、
大
き
さ
や
色
な
ど
を
市
へ
届

け
出
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
延
床
面
積
10
㎡
以
上
の
新
築
・
増
築
・

改
築
ま
た
は
移
転
、
外
観
の
変
更
（
壁
面

の
塗
替
え
や
張
替
え
、
屋
根
の
葺
替
え
な

ど
）
、
一
定
規
模
以
上
の
擁
壁
や
塀
な
ど

の
工
作
物
、
土
石
や
廃
棄
物
を
堆
積
す
る

行
為
な
ど
が
対
象
で
す
。

　
相
川
市
街
地
周
辺
・
西
三
川
笹
川
地
区

は
、
使
用
す
る
素
材
な
ど
も
協
議
が
必
要

と
な
り
ま
す
。　

屋
外
広
告
物
条
例
に
基
づ
く
許
可

　
一
定
規
模
以
上
の
広
告
物
（
壁
面
広
告
、

野
立
広
告
な
ど
）
を
設
置
す
る
場
合
は
、

事
前
に
市
の
許
可
が
必
要
で
す
。
設
置
場

所
や
広
告
物
の
種
類
な
ど
に
よ
っ
て
、
許

可
基
準
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
設
置
基
準
を
超
え
て
い
る
無
許

可
の
広
告
物
の
管
理
者
を
対
象
に
、
設
置

状
況
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
改
善
が
必
要

な
場
合
は
是
正
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

建
築
住
宅
課
住
宅
・
都
市
計
画
係

　
☎
67
―
７
４
０
３

土と

地ち

家か

屋お
く

調ち
ょ
う

査さ

士し

無
料
相
談 

～
建
物
の
登
記
名
義
は
誰
で
す
か
？
～ 

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
相
続
登
記
の
申
請
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
‼

5
月
8
日
㈬　
午
後
2
時
～
4
時　

金
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

相
談
は
予
約
制
で
、
予
約
受
付
時
間
は
平
日
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
で
す
。

　
※
空
き
が
あ
れ
ば
、
当
日
受
付
も
し
ま
す
。

・

土
地
家
屋
調
査
士
会
佐
渡
支
部　
☎
55
―
３
１
１
７
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太
陽
光
発
電
所「
ひ
か
り
、の
、

ち
か
ら
栗
野
江
」施
設 

　
　
見
学
会
を
開
催
し
ま
す

　
美
し
い
島
佐
渡
・
エ
コ
ア
イ
ラ
ン
ド
推

進
協
議
会
で
は
、
環
境
学
習
ツ
ア
ー
と
し

て
、
昨
年
12
月
に
稼
働
を
開
始
し
た
太
陽

光
発
電
所
「
ひ
か
り
、
の
、
ち
か
ら
栗
野

江
」
の
施
設
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

５
月
25
日
㈯

　
午
前
９
時
～
11
時
30
分

ひ
か
り
、
の
、
ち
か
ら
栗
野
江

（
佐
渡
市
栗
野
江
１
８
０
８
番
３
）

　
※
畑
野
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
前

　
　
午
前
９
時
集
合

40
人

１
人
あ
た
り
５
０
０
円

募
集
期
間

　
４
月
10
日
㈬
～
30
日
㈫

※�

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し
、
５

月
上
旬
に
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

応
募
方
法

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
お
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
、

ま
た
は
事
務
局
ま
で
お
電
話
に
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

�

美
し
い
島
佐
渡
・
エ
コ
ア
イ
ラ
ン
ド
推

進
協
議
会
事
務
局

（
生
活
環
境
課
環
境
対
策
係
内
）

　
☎
63
―
３
１
１
３

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

こ
ち
ら

危
険
な
空
家
の
解
体
を 

　
　
　
　
　
支
援
し
ま
す

�

市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
危
険
な
空
家

の
所
有
者
ま
た
は
相
続
人
な
ど

対
象
建
物

　
次
の
１
～
４
す
べ
て
に
該
当
す
る
建
物

１�

市
内
に
存
在
す
る
特
定
空
家
ま
た
は
不

良
住
宅
と
認
め
ら
れ
た
空
家

２�

解
体
の
跡
地
に
建
替
え
を
目
的
と
し
て

い
な
い
こ
と

３�

公
共
事
業
な
ど
に
よ
る
移
転
、
建
替
え

の
補
償
対
象
で
は
な
い
こ
と

４�
補
助
を
受
け
る
目
的
で
故
意
に
破
損
な

ど
を
さ
せ
た
も
の
で
な
い
こ
と

対
象
工
事

　
市
内
の
解
体
事
業
者
に
依
頼
し
て
、
対

象
建
物
を
敷
地
内
か
ら
す
べ
て
撤
去
・
処

分
す
る
工
事
で
、
令
和
７
年
２
月
末
ま
で

に
完
了
す
る
も
の
。

補
助
率

・
木
造
建
築
物

　
２
分
の
１
以
内
（
補
助
上
限
80
万
円
）

・
非
木
造
建
築
物

　
５
分
の
４
以
内

（
補
助
上
限
４
０
０
万
円
）

※�

補
助
金
の
額
が
15
万
円
未
満
の
場
合
は

交
付
し
ま
せ
ん
。

　

�

補
助
対
象
の
案
件
が
多
数
の
場
合
は
、

危
険
度
が
高
い
建
物
を
優
先
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

�

詳
し
く
は
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。

相
談
受
付
期
間

　
６
月
10
日
㈪
ま
で

生
活
環
境
課
環
境
対
策
係

　
☎
63
―
３
１
１
３

環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

　
市
で
は
、
地
域
に
お
け
る
環
境
保
全
に

つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、

市
が
委
嘱
し
た
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
、

講
演
会
な
ど
に
講
師
と
し
て
派
遣
し
て
い

ま
す
。
学
校
や
地
域
、
企
業
な
ど
で
の
環

境
学
習
に
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

�

自
治
会
、
学
校
、
企
業
、
地
域
グ
ル
ー

プ
、
そ
の
他
各
種
団
体
が
主
催
す
る
、

概
ね
20
人
以
上
の
環
境
教
育
を
テ
ー
マ

と
し
た
講
演
会

�

講
師
謝
金
な
ど
、
予
算
の
範
囲
内
で
市

が
負
担
し
ま
す
。　

受
付
期
間

　
令
和
７
年
１
月
31
日
㈮
ま
で

�

申
請
方
法　
制
度
の
利
用
を
ご
検
討
の

方
は
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

生
活
環
境
課
環
境
対
策
係

　
☎
63
―
３
１
１
３

野
焼
き・
ご
み
焼
き
は
し
な

い
で
く
だ
さ
い

　
春
先
は
空
気
が
乾
燥
し
、
小
さ
な
火
で

も
燃
え
広
が
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
特
に

乾
燥
注
意
報
や
強
風
注
意
報
が
出
て
い
る

と
き
は
大
変
危
険
で
す
。

　
こ
の
時
季
は
野
焼
き
な
ど
に
よ
る
火
災

が
多
発
し
、
広
範
囲
に
わ
た
る
焼
失
、
建

物
へ
の
延
焼
、
死
傷
者
の
発
生
、
煙
等
に

よ
る
周
辺
地
域
へ
の
被
害
な
ど
も
起
き
て

い
ま
す
。

　
野
焼
き
・
ご
み
焼
き
は
原
則
禁
止
で
す

の
で
、
行
わ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

消
防
本
部
予
防
課
予
防
係

　
☎
51
―
０
１
２
３

旧
主
要
戦
域
に
お
け
る 

慰
霊
巡
拝
事
業
参
加
者
を 

　
　
　
　
　

募
集
し
ま
す

実
施
地
域

　
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
共
和
国
、
東
部
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
、
モ
ン
ゴ
ル
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

北
ボ
ル
ネ
オ
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
ウ
ズ
ベ

キ
ス
タ
ン
共
和
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
硫
黄

島
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

実
施
予
定
時
期

　
令
和
６
年
８
月
下
旬
～

　
令
和
７
年
３
月
上
旬

・

県
福
祉
保
健
総
務
課
援
護
恩
給
室

　
☎
０
２
５
―
２
８
０
―
５
１
８
０
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令
和
６
年
度 

銃
砲
刀
剣
類

登
録
審
査
会
の
お
知
ら
せ

火
縄
銃
や
刀
な
ど
を
所
持
す
る
た
め
に
は

審
査
が
必
要
で
す

　
古
式
銃
砲
お
よ
び
刀
剣
類
は
「
銃
砲
刀

剣
類
所
持
等
取
締
法
」
に
よ
り
一
般
的
に

所
持
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
特
に
美

術
品
も
し
く
は
骨
と
う
品
と
し
て
価
値
あ

る
火
縄
式
銃
砲
な
ど
の
古
式
銃
砲
及
び
刀

剣
類
は
、
同
法
第
14
条
の

規
定
に
よ
り
、
住
所
地
の

都
道
府
県
教
育
委
員
会
に

登
録
す
る
こ
と
で
所
持
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会
日
程

【
新
潟
会
場
】

４
月
18
日
㈭
、
８
月
15
日
㈭

　
11
月
21
日
㈭
、

　
令
和
７
年
１
月
16
日
㈭

県
庁
行
政
庁
舎
ま
た
は
職
員
会
館

（
新
潟
市
中
央
区
新
光
町
４
―
１
）

【
長
岡
会
場
】

６
月
20
日
㈭
、
10
月
17
日
㈭

　
令
和
７
年
２
月
20
日
㈭

�

長
岡
地
域
振
興
局
会
議
室
棟
２
階
・
大

会
議
室
ま
た
は
中
会
議
室

（
長
岡
市
沖
田
２
丁
目
１
７
３
―
２
）

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
午
後
２
時

30
分
（
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
）

審
査
会
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先

　
新
潟
県
観
光
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
文
化
課

　
☎
０
２
５
―
２
８
０
―
５
６
１
９

障
が
い
の
あ
る
方
の
た
め
に
使
用
す
る
自
動
車
に 

　
　
　
　
　
か
か
る
税
金
が
減
免
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

�

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
、

療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
の
い
ず
れ
か
を
お
持
ち
で
、
障
が
い

の
程
度
が
一
定
の
範
囲
に
該
当
す
る
方

（
４
月
１
日
現
在
、
必
要
条
件
を
満
た

す
車
の
み
対
象
）

対
象
車
両

（
①
、
③
、
④
の
場
合
、
納
税
義
務
者
は

障
が
い
者
本
人
で
あ
る
こ
と
）

※�
軽
自
動
車
・
普
通
自
動
車
の
い
ず
れ
か

の
一
台
で
、
事
業
用
の
も
の
は
除
き
ま

す
。

①
障
が
い
者
が
所
有
・
運
転
す
る
も
の

②�

18
歳
未
満
の
障
が
い
者
と
生
計
を
共
に

す
る
家
族
が
所
有
・
運
転
し
、
障
が
い

者
の
通
院
・
通
学
な
ど
に
使
う
も
の

③�

障
が
い
者
が
所
有
し
、
生
計
を
共
に
す

る
家
族
が
運
転
し
て
障
が
い
者
の
通

院
・
通
所
な
ど
に
使
う
も
の

（�

精
神
「
１
級
」
・
療
育
「
Ａ
」
の
場
合

は
、
生
計
を
共
に
す
る
家
族
の
所
有
も

可
。
）

④�

単
身
ま
た
は
障
が
い
者
な
ど
の
み
の
世

帯
が
所
有
し
、
常
時
介
護
す
る
も
の
が

運
転
す
る
も
の

⑤�

構
造
上
障
が
い
者
等
の
た
め
に
利
用
さ

れ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

必
要
書
類

・�

納
税
通
知
書
（
軽
自
動
車
税
（
種
別

割
）
の
み
）
、
自
動
車
検
査
証
（
電
子

車
検
証
の
場
合
は
、
併
せ
て
「
副
本
：

自
動
車
検
査
証
記
録
事
項
」
も
必
要
）

ま
た
は
標
識
交
付
証
明
書

・
運
転
免
許
証
（
運
転
者
の
も
の
）

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

・
各
種
障
害
者
手
帳
（
原
本
）

※�

自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
減
免
申
請
で

ご
家
族
が
運
転
す
る
場
合
は
、
以
下
の

書
類
も
必
要
で
す
。

・�

同
一
生
計
証
明
書
（
市
役
所
障
が
い
福

祉
窓
口
で
交
付
）

・�

通
院
・
通
学
な
ど
の
証
明
書
（
各
病

院
・
学
校
な
ど
で
交
付
）

　
車
の
税
種
に
よ
っ
て
、
減
免
の
申
請
期

間
と
担
当
窓
口
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
／
納
税
通
知
書

を
受
け
取
っ
た
日
～
５
月
31
日
㈮

自
動
車
税
（
種
別
割
）
／
４
月
１
日
㈪
～

５
月
31
日
㈮

�

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
に
つ
い
て

　
税
務
課
市
民
税
係

　
☎
63
―
５
１
１
０

　
自
動
車
税
（
種
別
割
）
に
つ
い
て

　
新
潟
地
域
振
興
局
佐
渡
収
税
課

　
☎
74
―
３
３
１
０

詳しくはこちら⇒

佐渡税務署からのお知らせ  源泉徴収義務者向けの説明会を開催します
令和 6年 6月からの定額減税（源泉所得税関係）実施にむけて説明会を開催します。

開催日 開催揚所 定員 ※時間
4 月 18 日㈭

佐渡税務署 4階会議室

各回 20 名
午前

午後①・②
（申込期限 :4 月 1日）

5 月 9 日㈭ 各回 20 名
（申込期限 :5 月 8日）

※時間　午前:10 時～11 時、午後①:午後１ 時 30 分～２時 30 分、午後②:午後３ 時～４時
説明会の参加は LINEによる事前予約制です。 詳しくは「定額減税特設サイト」をご確認ください。 
佐渡税務署法人課税部門　☎７４―３８１８

※スペースの都合により、5/16 の開催情報は５月号掲載とさせていただきます。

定額減税特設サイト

市報さど　令和6年4月号



手
話
奉
仕
員
養
成
講
座 

「
入
門
編
」受
講
生
募
集
の 

　
　
　
　
　
　

 

お
知
ら
せ

　
聴
覚
障
が
い
者
へ
の
理
解
を
広
め
る
た

め
、
手
話
を
学
ん
だ
こ
と
が
な
い
方
を
対

象
に
開
講
し
ま
す
。

　
地
域
の
聴
覚
障
が
い
者
と
手
話
で
日
常

会
話
が
で
き
る
こ
と
を
目
標
に
、
聴
覚
障

が
い
者
の
大
切
な
言
語
で
あ
る
手
話
を
、

一
緒
に
学
習
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

募
集
期
間

　
４
月
10
日
㈬
～
４
月
30
日
㈫

日
程

　
６
月
１
日
㈯
～
11
月
２
日
㈯

　
（
全
14
回
）

高
校
生
以
上

無
料

　
（
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代
が
必
要
で
す
。）

�

申
請
手
続
き
な
ど
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�

社
会
福
祉
課
総
合
福
祉
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
相
談
支
援
係

　
☎
63
―
３
１
２
７

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

物
品

○�

佐
渡
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
朱
鷺
と
暮
ら
す
郷

レ
ン
ジ
ア
ッ
プ
ご
は
ん　
７
０
０
個

能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
へ
の
支
援

の
物
資
と
し
て
寄
付
す
る
た
め

伊
藤
建
設
株
式
会
社　
代
表
取
締
役

伊
藤　
弘
勇　
様
（
長
木
）

株
式
会
社
ア
ク
ア
・
グ
リ
ー
ン
佐
渡
ヶ

島　
代
表
取
締
役　

伊
藤　
佐
恵
子　
様
（
長
木
）

〇
団
体
名
の
み
公
表
（
順
不
同
）

㈱
つ
ぼ
八　
代
表
取
締
役　

幸
田　
辰
也　
様
（
北
海
道
）

コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
ラ
ー
ズ
ジ
ャ
パ

ン
株
式
会
社　

ベ
ン
デ
ィ
ン
グ
新
潟

支
店　
支
店
長

高
橋　
宏
和　
様
（
長
江
）

現
金

○�

20
万
円

能
登
半
島
地
震
で
被
災
さ
れ
た
佐
渡

市
の
皆
さ
ま
へ
の
支
援
や
復
旧
に
役

立
て
て
い
た
だ
く
た
め

佐
渡
ガ
ス
株
式
会
社　
代
表
取
締
役

中
川　
昌
司　
様
（
春
日
）

○�

10
万
円

能
登
半
島
地
震
で
被
災
さ
れ
た
佐
渡

市
の
皆
さ
ま
へ
の
支
援
や
復
旧
に
役

立
て
て
い
た
だ
く
た
め

佐
渡
ガ
ス
株
式
会
社

役
職
員
一
同　
様

財
産
管
理
課
管
財
係

　
☎
67
―
７
０
３
６

陸
上
自
衛
隊
新
発
田
駐
屯
地
開
設
71
周
年
及
び
第
30
普
通
科

連
隊
創
隊
62
周
年
記
念
行
事（
白
壁
兵
舎
広
報
資
料
館
会
館
10

周
年
記
念
）の
お
知
ら
せ

市
中
パ
レ
ー
ド

４
月
20
日
㈯
午
後
２
時
～
２
時
30
分

�

新
発
田
本
町
交
差
点
～
中
央
交
差
点
内

徒
歩
部
隊
・
車
両
部
隊
に
よ
る
行
進
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
観
覧
飛
行

記
念
行
事

４
月
21
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
（
駐
屯
地
開
放
午
前
８
時
30
分
）

陸
上
自
衛
隊
新
発
田
駐
屯
地

�
記
念
式
典
、
訓
練
展
示
、
広
報
展
示
、

体
験
試
乗
、
白
壁
兵
舎
広
報
資
料
館
イ

ベ
ン
ト
な
ど

�

駐
屯
地
一
般
駐
車
場
、
ア
イ
ネ
ス
し
ば

た
お
よ
び
新
発
田
市
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

陸
上
自
営
隊
新
発
田
駐
屯
地
広
報
室

　
☎
０
２
５
４
―
22
―
３
１
５
１

佐渡市フルタイム会計年度任用職員　　　
採用試験を行います

職種・採用予定人員：一般事務・若干名　（高校卒業程度）
６月９日㈰　 市役所本庁舎（佐渡市千種 232 番地）

受付期間：４月 10日㈬～５月８日㈬　※郵送の場合も５月８日㈬必着
受付時間：午前８時 30分～午後５時 30分（土・日・祝日を除く）
�詳しくは、市ホームページまたは総務課（本庁舎２階）、各支所・行政サービスセンターに備え
付けの募集要項をご覧ください。
・ 総務課人事係　☎６３―３１１１

令和６年
７月１日採用
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地 区 名  住 所 名  氏　　　　名   保護者 たんじょう

両　津 河崎 　　池　愼　吉 83 2.  2
　〃 城腰 杉　崎　ハルヱ 94 2.  2
　〃 住吉 枡　屋　香　織 90 2.  2
　〃 椎泊 相　賀　キヨミ 92 2.  3
　〃 椿 河　原　ム　ツ 96 2.  6
　〃 両津夷 岩　原　シズヱ 87 2.  9
　〃 両津福浦三丁目 松　本　　　髞 83 2.11
　〃 河崎 三　谷　　　賢 77 2.12
　〃 春日 伊　藤　ミヨシ 98 2.14
　〃 両津夷 野　田　幸　子 85 2.16
　〃 両津夷 猪　羽　絹　代 93 2.20
　〃 春日 杉　田　邦　彦 71 2.21
相　川 北片辺 渡　部　キ　チ 88 2.  9
　〃 稲鯨 髙　野　修一郎 82 2.  9
　〃 高瀬 佐々木　雅　敏 72 2.10
　〃 相川羽田村 建　原　秀　多 87 2.24
　〃 戸地 山　田　ミヤ子 102 2.25
　〃 北川内 山　本　秀　子 86 2.25
　〃 達者 渡　辺　良　次 81 2.29
佐和田 八幡町 若　林　憲　司 73 2.  2
　〃 八幡町 若　林　リ　ヱ 87 2.  3
　〃 窪田 近　藤　ヒサヱ 93 2.  6
　〃 河原田本町 近　藤　昭八郎 90 2.  8
　〃 八幡 伊　藤　秀　雄 88 2.11
　〃 青野 井　上　ハ　マ 93 2.14
　〃 八幡 計　良　勝　博 72 2.18
　〃 八幡 　　池　良　治 88 2.24
金　井 大和 二　敷　タ　ヅ 97 2.  4
　〃 中興 渡　部　稔　幸 89 2.17

金　井 中興 金　子　武　雄 85 2.24
新　穂 新穂大野 齋　藤　ミ　チ 92 2.  4
　〃 新穂長畝 和　田　チ　ヨ 100 2.  7
　〃 新穂舟下 民　部　タ　ミ 93 2.12
　〃 新穂舟下 池　野　幹　子 55 2.14
　〃 新穂皆川 田　中　マ　サ 83 2.18
　〃 新穂正明寺 土　屋　春　海 84 2.21
畑　野 三宮 髙　野　　　好 92 2.  7
　〃 栗野江 渡　邉　カホル 104 2.13
　〃 栗野江 計　良　貞　雄 95 2.20
真　野 国分寺 鶴　間　信　男 70 2.  2
　〃 西三川 中　川　シゲル 91 2.  2
　〃 竹田 一　色　千惠子 91 2.  6
　〃 四日町 　　地　ミサエ 90 2.11
　〃 大須 後　藤　信　市 81 2.15
　〃 真野新町 山　田　美千代 81 2.18
　〃 真野新町 髙　柳　アサミ 95 2.24
小　木 小木町 増　山　啓　介 88 2.  9
　〃 小木木野浦 小　林　羊太郎 92 2.16
　〃 小木町 中　川　昭　男 91 2.19
羽　茂 羽茂小泊 下　澤　　　潔 75 2.  3
　〃 羽茂滝平 和　泉　　　健 95 2.  5
　〃 羽茂本郷 平　間　三　夫 74 2.  7
　〃 羽茂本郷 中　川　雪　子 95 2.10
　〃 羽茂本郷 葛　西　イツミ 99 2.13
　〃 羽茂本郷 中　川　浩　二 92 2.28
赤　泊 莚場 岩　崎　成　太 58 1.31
　〃 莚場 石　塚　庄　一 92 2.  1
　〃 赤泊 本　間　新　秋 98 2.16

金　井 中興 金　子　武　雄 85 2.24
新　穂 新穂大野 齋　藤　ミ　チ 92 2.  4
　〃 新穂長畝 和　田　チ　ヨ 100 2.  7
　〃 新穂舟下 民　部　タ　ミ 93 2.12
　〃 新穂舟下 池　野　幹　子 55 2.14
　〃 新穂皆川 田　中　マ　サ 83 2.18
　〃 新穂正明寺 土　屋　春　海 84 2.21
畑　野 三宮 髙　野　　　好 92 2.  7
　〃 栗野江 渡　邉　カホル 104 2.13
　〃 栗野江 計　良　貞　雄 95 2.20
真　野 国分寺 鶴　間　信　男 70 2.  2
　〃 西三川 中　川　シゲル 91 2.  2
　〃 竹田 一　色　千惠子 91 2.  6
　〃 四日町 　　地　ミサエ 90 2.11
　〃 大須 後　藤　信　市 81 2.15
　〃 真野新町 山　田　美千代 81 2.18
　〃 真野新町 髙　柳　アサミ 95 2.24
小　木 小木町 増　山　啓　介 88 2.  9
　〃 小木木野浦 小　林　羊太郎 92 2.16
　〃 小木町 中　川　昭　男 91 2.19
羽　茂 羽茂小泊 下　澤　　　潔 75 2.  3
　〃 羽茂滝平 和　泉　　　健 95 2.  5
　〃 羽茂本郷 平　間　三　夫 74 2.  7
　〃 羽茂本郷 中　川　雪　子 95 2.10
　〃 羽茂本郷 葛　西　イツミ 99 2.13
　〃 羽茂本郷 中　川　浩　二 92 2.28
赤　泊 莚場 岩　崎　成　太 58 1.31
　〃 莚場 石　塚　庄　一 92 2.  1
　〃 赤泊 本　間　新　秋 98 2.16

地 区 名  住 所 名  氏　　　　名  年 　 齢 ご 命 日

う  ぶ  ご  え

お  く  や  み

両　津 両津湊 北　　　一　惺 照 2.  6
　〃 住吉 椎　井　祐　悟 慎太郎 2.23
佐和田 中原 中　川　凜　叶 広夢 1.27
　〃 東大通 土　田　杏　華 唯矢 2.  3
　〃 河原田諏訪町 髙　橋　大　翔 裕輝 2.12

金　井 千種 小　泉　那　奈 考史 1.30
　〃 三瀬川 新　田　晨　二 将之 1.31
　〃 泉 甲　斐　紡　衣 龍将 2.22
羽　茂 羽茂大石 中　濱　希　望 孔明 1.30
赤　泊 徳和 山　田　龍　聖 渉 2.19

（いっせい）

（ゆうご）

（りと）

（ももか）

（ひろと）

（なな）

（しんじ）

（つむぎ）

（のぞみ）

（りゅうせい）

（単位：人・世帯）

※承諾いただいた方のみ掲載しています。

地区名 男 女 合計 世帯数
両 津 5,264( -13) 5,694( -21) 10,958( -34) 5,150(   -8) 
相 川 2,629( -11) 2,681( -10) 5,310(  -21) 2,687(   -5) 
佐和田 3,976(   -2) 4,057( -11) 8,033(  -13) 3,933( -12) 
金 井 2,929( -14) 3,064(  -8) 5,993(  -22) 2,773(   -7)
新 穂 1,619(  -3) 1,689(    -7)  3,308(  -10) 1,571(  -7)

地区名 男 女 合計 世帯数
畑 野 1,873(   1) 2,010(   -4) 3,883(   -3) 1,761(   4) 
真 野 2,025(  -2) 2,196(   -6)  4,221(   -8)   1,816(  2)
小 木 1,186(  -1) 1,221(     ２) 2,407(     1) 1,055(   0) 
羽 茂 1,400(  -4) 1,517(   -1) 2,917(   -5) 1,165( -1) 
赤 泊 1,034(   -2) 1,021(     -6) 2,055(   -8) 829( -4)  

○人口と世帯数　2月29日現在　かっこ内の数値は前月からの増減
佐渡市　男 23,935人（-51人）女 25,150人（-72人）合計 49,085人（-123人）世帯数 22,740世帯（-38世帯）

戸籍の窓 2.1～2.29届出

市民課戸籍係　☎６３－５１１２
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八
幡
小
学
校
は
教
育
目
標
の「
佐
渡
・

八
幡
を
愛
し
貢
献
で
き
る
八
幡
っ
子
」を

も
と
に
、教
育
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

１ 

八
幡
に
貢
献
す
る

　
「
八
幡
の
未
来
と
自
分
を
考
え
る
日
」

を
設
け
、以
下
の
３
つ
の
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
大
作
戦
」で
は
、

春
に
な
っ
た
佐
渡
や
八
幡
の
街
を
彩
る

チュ
ー
リ
ッ
プ
の
プ
ラ
ン
タ
ー
づ
く
り
を
全

校
で
行
い
ま
し
た
。「
よ
み
が
え
れ
、松
」

の
学
習
で
は
、江
戸
時
代
か
ら
地
域
を

守
る
美
し
い
松
が
広
がっ
て
い
た
越
の
松

原
に
４
年
生
と
保
護
者
で
松
の
植
樹
を

行
い
ま
し
た
。「
炊
き
出
し
訓
練
」で
は
、

３
年
生
が
春
か
ら
育
て
た
八
幡
芋
を
使

い
、芋
煮
汁
を
作
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ど
の
活
動
に
も
、八
幡
・
銀
杏
の
会
や
分

館
、八
幡
自
治
会
な
ど
多
く
の
方
か
ら

の
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。子
ど
も
た

ち
は
地
域
の
皆
様
と
活
動
し
、八
幡
に

貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

２ 

佐
渡
に
貢
献
す
る　

　
５
年
生
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で

は
、地
域
の
皆
さ
ま
の
全
面
協
力
の
下
、

朱
鷺
と
暮
ら
す
郷
認
証
米
づ
く
り
の
体

験
を
し
て
い
ま
す
。収
穫
し
た
米
を
文
化

祭
で
販
売
し
ま
し
た
。そ
の
売
上
金
を

朱
鷺
環
境
整
備
基
金
と
し
て
佐
渡
市
に

寄
付
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、朱
鷺
の
学
習
の
つ
な
が
り
で

七
尾
市
立
田
鶴
浜
小
学
校
と
リ
モ
ー
ト

の
学
習
交
流
を
昨
年
度
か
ら
続
け
て
お

り
、佐
渡
の
魅
力
や
朱
鷺
に
つ
い
て
伝
え

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
佐
渡
・
八
幡
を
愛
し
、貢

献
で
き
る
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
き

ま
す
。

学
校
教
育
課　
☎
58
―
７
３
５
１

地
域
と
と
も
に

八
幡
小
学
校

チューリップ大作戦

朱鷺と暮らす郷認証米づくりに挑戦

静岡ガス株式
会社様から「企業版ふるさと納税」による寄付をいただきました

　令和６年１月に発生した能登半島地震からの復旧・復興
に向けた緊急支援事業に
対し、静岡ガス株式会社様
（静岡県静岡市）から、企
業版ふるさと納税（地方創
生応援税制）による寄付を
いただきました。
　寄付金は、破損した公共

施設の補修をはじめ、水道管修繕、液状化現象により陥没・隆起した道
路修繕などのライフラインの復旧に活用させていただきました。

《これまでに企業版ふるさと納税により寄付いただいた企業の皆さま（令和６年２月末時点）》
「目指せ！ 世界遺産登録！！ 「佐渡島の金山」関連事業」 
　株式会社本間組 様　　ＡＭＵＳＥ株式会社 様　　タレントスクエア株式会社 様
「佐渡の魅力をさらにＵＰ！～持続的な文化財の保護と活用～」 
　株式会社丸嘉 様
「能登半島地震からの復旧・復興に向けた緊急支援事業」 
　横関油脂工業株式会社 様　　株式会社フジワラ 様　　株式会社武蔵臨床検査所 様　（順不同）

問総合政策課ふるさと創生推進係　☎６３―３８０２
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※学年は応募時です。

SNSで情報発信中

X
（旧Twitter）

LINE Instagram Facebook

■発行日 令和6年4月10日■発行・編集　佐渡市 企画部秘書広報課広報広聴係　ＴＥＬ0259（63）4679
　〒952-1292 佐渡市千種232番地 ＴＥＬ0259（63）3111㈹・0259（63）3300

佐渡市メール配信サービス
新規登録する方はアドレス
「 t-sado@sg-p.jp 」に空メールするか、
二次元コードで読み取ってく
ださい。
問�総務課デジタル政策室�
情報管理係�
☎ ６３ ー５１３９

佐渡を美しくする会ポスター・標語コンクール

「家庭の日」標語コンクール
　新潟県は、毎月第３日曜日を「家庭の日」と定め、家庭の大切さや家族への理解やふれあいを深めることを推進し
ています。佐渡市青少年健全育成市民会議では、毎年市内の小・中学生を対象に「家庭の日」標語コンクールを行い、
今年度は925点の応募作品の中から最優秀賞、優秀賞が選ばれ、表彰されました。

河崎小学校 5 年

池
いけ

　ひまり さん

両津小学校 6 年

渡
わた

辺
なべ

　希
の

明
あ

 さん

高千中学校 3 年

本
ほん

間
ま

　俊
しゅんすけ

佑 さん

問生活環境課クリーン推進係　☎６３―３１１３

問社会教育課社会教育係　☎５８―７３５６

　
毎
年
、市
内
の
小
・
中
学
生
を
対
象
に「
美
し
い
島　
佐
渡
」

を
テ
ー
マ
に
ポ
ス
タ
ー（
絵
画
）・
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し

て
い
ま
す
。令
和
５
年
度
は
ポ
ス
タ
ー
部
門　
33
点
、標
語
部
門

1
2
0
点
の
応
募
が
あ
り
、３
作
品
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。子
ど
も
た
ち
の
想
い
と
と
も
に
佐
渡
を
よ
り
美
し
く
す
る

た
め
、今
後
も
環
境
美
化
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

小学生の部　最優秀賞
「おきてねる　いつものこの日　大切に」

河原田小学校４年　川
かわ

井
い

　仁
じん

太
た

 さん

中学生の部　最優秀賞
「誰の足　こたつに足が　たくさんだ」　

南佐渡中学校１年　鈴
すず

木
き

　夕
ゆう

凛
り

 さん

そのほか、優秀賞に選ばれた作品は、市ホームページでご覧
いただけます。

受賞おめでとうございます


